
 
2年 5組２班の活動報告です。後藤来希 若泉拓磨 水澤陽斗 
              山口香汰 小林美輝 櫻井優衣 

◇ 研究テーマ「LGBT」                                         

Lesbian 女性同性愛者 Gay 男性同性愛者  

Bisexual 両性愛者 Transgender 心身の性が一致しない 

 
◇ 実践したこと （フィールドワークなどで調べて分かったこと）                                  

・関市役所でのインタビュー→当事者の悩みとして、カミングアウトしても受け入れてもら

えるのか不安や親へのカミングアウトが怖いなどがあげられる 

・ジェンダーレス制服の導入割合の調査 

・関市の取り組み→性の多様性の認識、LGBTへの理解を深める活動（小中学生向けに漫画

や紙芝居を披露、教職員向けにはハンドブックを作成） 

◇ 提案                                         

ALLYになろう→LGBTの人々を優しく受け入れる 

ALLYへの３step 1知る ２変わる ３受け入れる 

LGBTの人々が住みやすい街にするには法律、条令の制定が必要屋→選挙へ行こう 

◇ 活動を通じて考えたこと                             

オリンピックでのジェンダーに関わることなど、時事的なことについても考えを深められた

ので良かった。 水澤陽斗 

 

ジェンダーについては、解決することが難しい問題も多々あるが、各々が真剣に考えること

が大事なことだと思った。 若泉拓磨 

 

ジェンダー平等の第一歩は理解することが大切だと言われるが、理解する行為とはとても難

しいため理解しなくても受け入れられる方法を考えたい。後藤来希 

 

「最近」の問題であった、このジェンダーについてのことについて一年間、当事者の方の講

話や市での活動をより身近に感じられたのでよかった。櫻井優衣 

 

私たちとは少し感性が異なっても同じ人間として生活をしている人がいることを理解して、それ

をお互いに受け入れ合うことが大切だと気付いた。山口香汰 

 

どのようにしたら理解の輪が広げられるかを考えながら、自分も LGBTについて学べたし、

より良い提案をすることが出来たと思います。 小林美輝 
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